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キーワー ド ハ イビス カス、サル ビア、主義者、怒 り、赤い竜
情熱 的な花 々を主題 とした ロレンス(D.H.Lawrence,1885-1930)の詩、 「ハイ ビスカス と
サル ビアの花」(`HibiscusandSalviaFlowers')は、 イタリアのシチ リア島(Sicily)東海岸に
ある タオル ミーナ(Taomlina)で書かれた。 タオル ミーナはロ レンスが1919年か ら1922年まで
静養 の ためたに滞在 してい た地 である。そ こに実在 す るメイ ンス トリー ト(CorsoUmberto)
を背 景 に、綿 々 と詠 われる緋 色の花 たちは、 「赤 い竜」(reddragon)として怒 りに も似 た強烈
な表象性 を発揮 す る。 この赤い竜 は、 ロ レンスの絶筆 となった 『アポ カリプス』(Apocalypse
l931)において も、生命の鼓舞者 のご とく熱 く語 られて いる存在 である。 しか し、本来 「赤い
竜」 とは、 『ヨハ ネ の黙示 録 』 の 中で異 教 徒 的 な邪 悪 な もの と見 な され、 大 天使 ミカエ ル
(Michael)に撃退 されて底 知れぬ地下 に閉 じ込 め られ封印 され る運命 にある悪竜である。 この
哀れ な巨大竜 こそが悪魔 サ タ ンと呼 ばれる年老 いた蛇 なのだ。 ヨハ ネ と対極 する ロレンスの赤
い竜 とは?そ の怒 りとは何 かを紐解 きなが ら、詩全体 を貫 く詩人の思考 に迫 りたい。
詩 「ハ イ ビス カス とサ ルビアの花」 は、大 きな三 つの象徴 的モチー フか ら構成 されてい る。
ひとつ は詩 中で連 呼 される 「主義者」(-ist)、そ して残 りのふたつは詩題 にあ るハ イビス カス
とサ ルビアの花 である。 まず、詩 の前半 部分 を占め る 「主義者」 とい う言葉の深意 を明 らか に
す るために、今 一度 ロレンス のキ リス ト教観 にさかの ぼってみる必要があ る。 ロレンスのあ ら
ゆる思想がそ こか ら発 生 し、連鎖 している と考 え られるか らだ。
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ロレンスの 「ハイビスカスとサルビアの花」(松 本 桂子)
伝統 的 なキ リス ト教 の教 義 を受け入れ られず、 と りわ け 『ヨハ ネの黙示録 』に対 して反発 を
感 じていたロ レンス は、 自 らの 『アポカリプス』の中で激 しい ヨハネ批判 を展 開する。「ヨハ ネ
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の黙示録 」 とは、バ トモスの ヨハネの宗教が、聖書 の巻末 に権力意識 を忍 び込 ませ、黙示録 の
仮 面 を被 って王座 に這 い上 がった ものだ と云 う。 また、黙示 録 とは、人 間の うちにある不滅 の
権力 意思 とその聖化、 その決定的勝利 に他 な らない とも云 う。そ して、 その権力 意識 とい うも
のは大多 数 とい う集団、 あるいは共同体の中か ら生 まれ るものであ り、 ひ とたび集団的 自我 に
手 を触 れた な ら、 あ らゆる聖人 が悪人 と化せ ざるを得 ないのだ と断 じて いる(1)。これ は単 に
『ヨハ ネの黙示録 』へ の非難 とい う解釈 だけに とどまらず、根本 的には、 当時の権威 に満 ちたキ
リス ト教 会へ の弾劾だ と受 け取 れる。 ロレ ンス は、人 間 は本来権力欲、支配欲 を持 つ もの だ と
い うことをはっき りと是認 すべ きだ と主張 し、 自分 たち に内在 す るその欲望 を包 み隠そ う とす
る、見せ掛 けのキ リス ト教 的愛他 思想 を憎んだ のである。いずれ にして も、集 団的精神 か ら生
じた権力 意識 に対す るロ レンスの嫌悪感は、推 して知 るべ しであ る。以上 のこ とを踏ま えて詩
「ハ イビス カス とサル ビアの花」 に 目を向けてみ るこ とに しよう。
一連 目か ら七連 目までは、社 会主義者に対 して嘲笑 的に、 はや し立て るように謳 い上 げ る詩






「聞け1聞 け1/犬 たちが ほえる」(Hark/Hark!/Thedogsdobark)は、 イギ リスの伝承童謡マ
ザ ー ・グースか らの引用 である。マザー ・グース では二行 目、三行 目は 「こ じきが町へ とや っ
て くる/ぼ ろを着 たのや、 つ ぎは ぎ着 たの」(Thebeggarsarecomingtotown/Someinrags,
Andsomeinjags)(3)と歌 われてい るが、 この詩(`HibiscusandSalviaFlowers')では原文 を も
じって 「町へ やって来 たのは社会 主義者たち、 ぼろ服 も着てい ない、 ぼろ布 もま とわず」(It's
thesocia血stscometotown/Noneinragsandnoneintags)と変化 させてい る。
詩 の創作 が1919年か ら22年頃だ とす る と、 「社会 主義者」 とい う言葉 の背景 には、 ロ シア革
命(1917)直後の世相が反 映 されてい ると推測で きる。 もしかす ると、 当時詩人 の 目に焼 きつ
い た実 際 の 映 像 が 描 写 さ れ て い て い るの か も しれ な い。 「肩 を揺 ら して い ば って 歩 く」
(Swaggeringupanddown)彼らを眺めなが ら、思わず口ず さんだのが、世相 を風刺 した替 え




しか し、非難の矛先 は社会主義者 に限定 され ているわけで はない。七連 目では 厂過激主義者
/レ ーニ ン主義者/共 産主義者/社 会主 義者/主 義 者1主 義者1」(Bolshevists./Leninists./
Communists./Socialists./-Ists!-Ists!)(4)と、 ひ とつ の ものに固守せず、あ らゆる一定 の主義
を持 つ もの に対 して も皮 肉な表現 で畳 み掛 ける。主義 者への批判的態度 は 『アポカ リプス』に
おいて も証明 され る。例 え ば、今 日我 々の うちに一 人 と して 「けち くさい過激主義者」(petty
Iittlebolshevists)(5)ならざる ものは い とか、 レーニ ン主義 に関 して は、 レーニ ンを聖徒 の頭
と祭 り上げ、聖徒政治が実現 された と主張 し、 レ乙ニ ンの ごとき男 は権力 の徹底 的破壊 を信 じ
ていた 「極 悪の聖者であ る」(agreatevilsaint)(6)などと、侮蔑的言葉で論難 を浴 びせ ている。
また、固有の生 を尊重す るロ レンスは、主義者 とい う集団 について、彼 らは社会 的意識の断片
に他 な らず、単 に集団的 に行動 してい るだ けで、実 際 には なんら個人的 な情動 も、感情 も、思
想 も持 ちあわせ てい ない 「凡庸 の徒 」(middlingsouls)(7)だと、一刀両断 に切 り捨ててい る。 こ
れが主義者 とい う集団 に対す るロ レンスの哲学 である。そ して、詩 に登場す る社 会主義者たち
もまた、内面の 自己 を消滅 し、空虚 な精神 であ るに もかかわ らず、権力面 だけは忘 れずいる と
い うのだ。詩の前半で反復 される 「あいつ らに会 う時 には、 どの ようにしてあいつ らだ と見分
けよ う?」(Howshallwelrnowthemwhenweseethem?)(8)とい う疑問が、後 に続 く 「同 じ平
凡 な 日曜 のスー ツを着 て/気 取 った風 に帽子 を ピン と立 て、体 を揺す って歩 いてい る」(The
sameunremarkableSundaysuit/Andhatscockedupanddown)(9)に呼応 してい ることか らも
納得 で きる。特徴の ない、機械仕掛 けの人形の ような彼 らを社会主義者だ と識別 するには、体
裁 を飾 り、町 を闊歩す るそ の姿 だけが唯一の手掛か りと云 う事 なのだ ろう。容赦 のない皮 肉で
ある。先に も触れた ように、 この ような集団的権力志 向への咎め は、元 はロ レンス独特 の異端
的 とも云え るキ リス ト教観 か ら生 み出 された ものである。転 じて述べ るならば、詩 中で使用 さ
れる 「主義者」 とい う言葉 は、 ロ レンス的表現 で云 う、キ リス ト教 会 に群が る自尊 と権力渇望
にまみれた教会人の象徴 と捉 えることもで きる。
上 記の ような主義者 に対 する厳 しい攻撃の後 に、 突如対象 は一変 して美 しいハ イビスカス と





「バ ラ色 の」(rosy)とは ロ レンス特有 の表現技 法で ある。単純 に色彩 を示す もの ではな く、全
ての根 源であ る原始的 なイメー ジ、いわゆ るロレンスの心 を強 く惹 きつけて止 まない、暗黒 の
世界 で授 け られた生命 の比 喩であ る。ロ レンス の他 の詩作 品 厂全 ての世界 のバ ラ」(`Roseof
-55一
ロ レ ンス の 「ハ イ ビス カ ス とサ ル ビ ア の花 」(松 本 桂 子)
AlltheWorld')の中 で は 「花 た ち よ、 僕 の 愛 し い も の 、 花 た ち よ 、 バ ラ の 中 の バ ラ で あ れ 」
(Blossom,mydarling,blossom,bearoseofroses)(11)と熱 く呼 び か け る 連 が あ る 。 「バ ラ の 中
の バ ラ 」 と は 、 原 初 の 純 粋 な バ ラ の 花 を 意 味 し て お り、 あ ら ゆ る 花 に 対 し て も 、 太 古 に 生 ま れ
た 生 命 溢 れ る バ ラ の よ う で あ っ て く れ と希 求 し て い る の だ 。 故 に 、 ハ イ ビ ス カ ス の 花 に も 、 生
命 の 息 吹 を 感 じ させ る 本 源 的 な 意 味 合 い が 含 ま れ て い る こ とが 分 か る 。 次 の 「炎 の よ う な 激 怒 、
金 色 の 喉 を し た 花 」(flame-rage,golden-throated)とは 、 ハ イ ビ ス カ ス の 花 心 を 形 容 し て い る 。
め し べ の 先 に つ け ら れ た 黄 色 の 花 粉 が 「黄 金 の 喉 」 を 思 わ せ 、 そ の 姿 が 猛 り 狂 う 怒 り の よ う だ
と 云 う 。
「黄 金 の 喉 」 が 誰 の も の な の か 、 誰 の 怒 り が 炎 の よ う な の か を 謎 と し た ま ま 、 次 の サ ル ビ ァ






「激 怒 の 黄 金 の 喉 を も つ 竜 の 口 を し た サ ル ビ ア 」(dragon-mouthedsalviawithgoldthroatof
wrath)と、 こ こ で 初 め て 「竜 」 と い う語 が 登 場 す る 。 そ し て 、 ハ イ ビ ス カ ス と 同 様 に サ ル ビ
ア の 花 も 「炎 の よ う に 紅 潮 し て 、 怒 っ て い る 」(Flame一且ushedenraged)と訴 え る 。 し か も 、 何
か 「警 鐘 」(tocsin)を打 ち 鳴 らす よ う な 「オ レ ン ジ 色 の 緋 色 の 声 で 鳴 い て い る 」(crowingyour
orangescarlet)とは 、 意 味 深 長 で あ る 。









「長 い 怒 りの ア ン テ ナ を怯 え た 大 気 に 突 き 出 し て い る 」(Withitslongantennaofrageputout/
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Uponthefrightenedair)は、「竜 の顔 を した」(Thedragon-faced)長い花筒 を持つサル ビアの
花 が、 天 に向かい直立 している様 を表出 してい る。 その姿 はまるで、 口か ら火 を吐 く昇 り竜 を
彷 彿 させ るで はな いか。 そ して再 び、 「怒 りで赤 くな った黄 金 の喉 を持 つ サ ル ビア」(The
anger-reddened,golden-throatedsalvia)と繰 り返す。 こう して、緋色のサル ビアが激怒 に燃 え
立 つ竜 であ ることが読者 に強 く印象 づけ られ、同時 に、 バ ラ色のハ イビス カス もまた怒れる竜
の象徴 であ ることが明確 となる。その上に、詩人 は告 白す る 「大気 に歯 ぎ しりす る完全な怒 り
のその牙 を、私が どんなに愛 してい ることか」(howIloveitsfangsofperfectrage/Thatgnash
theair)と。キ リス ト教 を重 ん じるヨーロ ッパの人 々が、悪 と罪 の象徴 だ と恐 れる`dragon'
を、詩人 は`howIlove'とい う対照的 な表現 を用 いて 自己陶酔 してい るかの よ うである。 し
か も 「大気 に歯 ぎ しりす る」 で、神が御座す る天界 に向かい、牙 をむき出 しに して、怒 りを露
にする竜 の姿を読み手 に深 く焼 き付 ける。 これ こそは キリス ト教、あるいは 『ヨハネの黙示録 』
に対す る完全無欠 な挑戦的態度 である。『ヨハ ネの黙示録 』では、稲妻 と雷鳴鳴 り響 く中、翼 を
持 つ巨大 な赤 い竜が天 に現 れ、その尾で もって星 々の三分の一 を掃 き寄せふ るい落 とす。そ し
て、あ る一人 の女性 の産 み落 とそ うとす る子 に襲 いかか るが、大天使 ミカエ ル とその天使 た ち
が激 し く応戦 して、赤 い竜 は地 に落 とされ蛇 に変 じる。無事 出産 され た子供 はイエス ・キ リス
トだ と云われ てお り、赤 い竜の これ らの行状 は、聖書 において敵対者の意 を持 つサ タンその も
の として描 写 されている(14)。一方 『アポカ リプス』で は、竜 を古代異教 的な もの と見 なし 「古
代 竜の もっ とも古 きものは鮮麗 な赤、燃 えるような金色、血 のような赤だった」(Theoldestof
olddragonswasamarvelousred,glowinggoldenandblood-red)(15)と説 いてい る。 これ は、前
出の根 源的 な生命 を象徴 す る 「バ ラ色」の イメージ と重 なる。 また、古代 の人 々の面上に照 り
映 える、燃 えるが如 き竜 の朱色 は 「栄光 の色」(thecolourofglory)(16)、厂生命その ものの輝か
しい野生の色」(thecolourofthewildbrightblood)(17)、「王統 の神秘」(theroyalmystery)(18)
だ と絶賛 している。
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Roseoftheoldestracesofprincesses,Polynesian
Hibiscus.(20)
厂バ ラ色 の赤、王女様 のハイ ビス カス」(Rose-red,princesshibiscus)や「素晴 らしい王家の植
物」(exquisiteroyalplants)、そ して 「貴族 の血統」(nobleblood)などは全 て 『アポカ リプス』
に記 されている赤 い竜 の 「王統 の神秘」 と繋 が る。更 には、 ハイ ビス カスの花が 广王女様 たち
の最 も古い民族のバ ラ」(Roseoftheoldestracesofprincesses)だと言 い切 っている。つ ま り、
ハ イビス カスの花 がバ ラの 中のバ ラであ り、生命 に満 ち満 ちた原初 の花 であ ることが再 認識で
きる。 ところで、 ロ レンス の貴族 とい う表現 には、階級や家柄 と云 う意は含 まれ ていない。彼
自身 の評論 「トマス ・バ ーデ ィ研 究」(`StudyofThomasHardy')の中で貴族性 について述べ
てい る。人間 は二つに大別 されていて、一方は社会 とい う母体 か ら分離 した完全 な個人。他 は、
社会の中 にはめ込 まれて、社会 の道徳 に従 って生 きている人 問である と(21)。前者 の、社 会の道
徳 を超 えた純粋 な生を持 つ もの をロレンスは貴族 と呼 んでいる。
ここまで詳述 して発見 で きたこ とは、 ひ とつには、ハ イビスカス とサル ビアの花が、 ロ レン
スが創造 した ヨハ ネ と対 立す る竜 の象徴 である こと、 また、 その赤 い竜、即 ちハ イビス カス と
サ ルビアの花 には、古代 異教徒 的な溢 れる生命 、貴族性が備 わっている とい うこと。 も うひ と
つ は、主義者 とい う集 団 には、 ロ レンスが嫌 悪す るキ リス ト教 的な特権 意識 の心象が重 ねあわ
され ている ことである。それ では、詩 中で詠 われ るハ イビス カス とサル ビアの怒 りとは何 か?
また主義者 との関連が どこにあるのか?読 者 は詩 の中半 でその解答 に出会 うことがで きる。 「こ
れ らの花 を、 あいつ らが身 に着 けてよい と誰 が云ったのだ?/ど んな神 にあいつ らは相談 した
のだ」(Whosaidtheymightassumetheseblossoms?/Whatgoddidtheyconsult?)(22)と一 目瞭
然で ある。詩人 が 目に した のは、 主義者 たちの胸 に挿 され たハ イ ビスカス とサル ビアの花 であ
ったのだ。 しか も、ハ イ ビスカス とサ ル ビアの花 を身 に着 けるには、神の許可 がい る らしい。
ヨーロ ッパ 内部において は言 わず とも、神 とはキ リス ト教 に等 しい。 しか し、 あえて`What
god'と婉語 的 に問 いか ける詩人 の狙 いは、宗教以前 の宗教 を想起 させ るこ とにあ った と思 わ
れ る。何故 ならば、ハイ ビスカス とサルビアは 「バ ラの中のバ ラ」、キ リス ト教以前 の原初 の花
なのだか ら。











この連 で は 「お まえた ちは どの よ うな権利 を、 この ハイ ビスカス の花 に対 して持 って いるの
か?」(whatrighthaveyoutothisflower?)いや、持 って ない、 と云 う修 辞疑問で過激主義
者(bolshevists)に強 く迫 ってい る。 この言葉 の真 義 は、先 に述べた貴族性 との区別 にあ る。
社 会 にはめ込 まれて特徴 の失せた過激主義者 た ちが、純粋 な独 自の生を持つハ イビスカスを胸
に挿す ことな ど、 とんで もない と云 う事 なのだ。 かたや、「サル ビア を着けて満足そ うな社 会主
義者たち」(Youlookwellwithyoursalviaflowers)に向か って は 「お前たちの怒 りはサル ビァ
の ように赤 いか?」(Isyourwrathredassalvias)いや、赤 くはない と、 これ も否定的効 果を導
くため に反語 で問いかけてい る。主義者 たちの怒 りは、 ハイ ビスカス とサル ビアの もの とは異
質であり、 「不承不承の妬み と密かな怒 り」(yourgrudging,envious,furtiverage)であって、不
純 で卑劣 な ものだ と云 いたげだ。彼 らが履 いてい る 「黄色の ブー ッ」(yellowboots)とい う表
現 の`yellow'には 「臆 病者 ・卑劣 ・嫉妬深 い」の意 が含 まれている こ とか らもうなずける。
赤 い竜 の怒 りにつ いては、 『アポ カリプス』の中で ロレンス は肯定的に述べ ている。竜 とは内部
生命 の もつ 流 動 的 、 電 撃 的 、 戦慄 的 な動 きを表 す 象 徴 で あ り、 己 の 内 に宿 る 「潜 勢 力 」
(ripplingpotency)(25)だと。 内部 か ら沸 き起 こる 厂突発 的 な激 怒」(thesuddenangers)(26)、内
に潜 む、情熱 的な燃 えるがご とき 「激 しい憤 り」(passionateandterrible)(27)、これが竜 なのだ
と明言 してい る。ハ イ ビス カス とサ ルビアの緋色 の怒 りが、 この赤 い竜 の憤怒 その もの である
ことは間違い ない。 そ してその激怒 は、情熱 的な内部生命 の動 き、潜勢力 の意 と置 き換 えるこ
とがで きる。結果、見 せ掛 けだ けの情熱 をふ りか ざす主義者 たちが、真 の情 熱 と活力 を備 えた
花 々を身 に着 けている こと、 この こ とに対 して、詩人 自身が義憤 を感 じている とい う事実が鮮
明 に浮かんで くる。
詩中 にお ける主義 者へ の非難 と蔑視 は、以上 の ようなこ とにあったのだ。 この後、詩人 の怒
髪








ロ レ ンス の 「ハ イ ビス カス とサ ル ビ ア の花 」(松 本 桂 子)
ThesameIsaytotheprofiteersfromthehotels,themoney-fat-ones,
Profiteersherebeingcalleddog-fish,stinkingdog-fish,sharks.(2s)
「何 て く だ ら な い1」(Whatrot)と 声 を 荒 げ る 詩 人 。 キ ャ ベ ツ と ハ イ ビ ス カ ス を 「同 等 」
(equals)とみ な す こ と 、 主 義 者 と詩 人 が 「同 列 」(equals)だと 云 わ れ る こ と が 許 せ な い と怒
る 。 竜 の ご と き真 紅 の 花 を 咲 か せ る ハ イ ビ ス カ ス の 生 命 力 が 、 実 っ て も 花 を 咲 か せ る こ と な く
腐 っ て ゆ く キ ャ ベ ツ と 同 じ で あ ろ う は ず が な い 。 と こ ろ で 、`equal'は 「平 等 」 と い う 意 味 で
も あ り、 周 知 で あ る ロ レ ン ス の 民 主 主 義 批 判 と い う も の が こ こ に 閃 く。 ロ レ ン ス は 、 近 代 の 民
主 主 義 は 堕 落 し た 現 代 文 明 の 産 物 だ と感 じ取 っ て い た(29)。民 主 主 義 に 関 し て 、 彼 の 妹 エ ル ザ に
宛 て た 書 簡(1922)の 中 で 次 の よ う に 指 摘 し て い る 「民 主 主 義 と い う も の を 見 れ ば 見 る ほ ど 嫌
に な る 。 す べ て が 賃 金 と 価 格 、 電 燈 と水 洗 便 所 と い う 卑 俗 な レ ベ ル に 引 き下 げ ら れ て し ま う 、
そ れ 以 外 の 何 者 で も な い の だ 」(AndthemoreIseeofdemocracythemoreIdislikeit.Itjust
bringseverythingdowntothemerevulgarlevelofwagesandprices,electriclightandwater
closets,andnothingelse.)と(30)。こ の 言 葉 は 、 詩 の 後 半 の 「主 義 者 た ち は 、 サ ル ビ ア の 花 や 、
バ ラ 色 で 繊 細 な ハ イ ビ ス カ ス の 花 、 そ の 他 全 て の も の を 、 彼 ら の 実 に 嫌 な レ ベ ル ま で 引 き 下 げ
る 」(Whohavepulleddownthesalviaflowers/Androsydelicatehibiscusflowers/And
everythingelsetotheirdisgustinglevel)(31)に相 当 し て お り、 主 義 者 に は 、 当 然 民 主 主 義 の 意 も
含 蓄 さ れ て い る こ と に な る 。 そ れ に 加 え て 、 上 記 の 引 用 に あ る よ う な 、 「暴 利 を む さ ぼ る も の 」
(profiteers)、「サ メ 」(dog-fish)、「フ カ 」(sharks)など の 語 を 用 い て 、 金 銭 至 上 主 義 へ の 責 め
も ほ の め か し て い る 。`shark'には 「強 欲 な 人 ・高 利 貸 し」 な ど の 二 重 の 意 味 を 持 つ こ と か ら
証 明 で き る 。
こ れ ら あ ら ゆ る 主 義 者 へ の 苛 烈 な 非 難 の 数 々 は 、 ま る で 強 大 な 国 家 権 力 、 社 会 そ の も の へ の













「情 熱 な く、 ただぶ らぶ らと歩 いてい る青 白い権威 者 たち」(Pale-faceauthoritiesloitering
tepidly)に詩人 は宣告す る、 「人類 をその粗 悪 な地獄へ と送 り込むぞ」(sendmankindtoits
inferiorblazes)と。`paleface'は、す ぐ下 の行 にあるハ イビス カスの`thered'と対比 させ
て、青 ざめた弱 々 しい心象 を与 えてい る。`pale'には 「青白い ・弱い」の他 に 「劣った」 とい
う意味があ り、この連で三度使用 されている`inferior'と同義 であるこ とに注 目すべ きである。
詩人に とって、ハイ ビスカスの花 たちは尊ぶべ きものであるが、 その他 の もの、 「過激主義者た
ち」(bolshevists)、「サ メ」(dog-fish)、「気取 った理想主義者た ち」(preciousandidealones)、
は 「全てなに もか も劣等」(alltheinferiorlot)なのだ。 ルネ ッサ ンス以降、人間中心主義の ヨ
ー ロッパで は、本 当の人間であ るためにはキ リス ト教徒 でなければ ならない という因習に満 ち
た考 えが蔓延 していた。 ロレンス は詩 の中で この ことを逆手 に取 って、 キリス ト教 申心 の、 ヨ
ー ロッパ的伝統 の申 し子の ような主義者 たち を劣等 と見 な したのだ。果て は、ハ イビスカスの
花た ち以外全 ての劣 った もの、人類 その もの を地獄へ落 とす と云 い放つ。お ご り高ぶ った現代
の人間た ちは、純粋 にけ なげ に生 きる植物 以下 とい う訳 である。忘 れて ならない のは、 キ リス
ト教の教義 のひ とつであ る 『ヨハ ネの黙示録 』で は、神 の名 の元 に、赤い竜 を初 め、神 か ら選
ばれた民族以外 の全 て人間、地球上 の全 ての ものが こ とご とく破壊 され抹殺 され て しま う。 こ
の ことに対 して ロレンス は、 『アポ カリプス』の中で 「選民 の超 地上的勝利 を幻 に描 いた」(to
visionforththeunearthlytriumphoftheChosen)(33)絵巻物 ごときもの と裁断 を下 している。 こ
れ によ り、詩 中におけ る詩人の破壊願望 が、 当然 『ヨハ ネの黙示録 』 を意識 した反撃 的な もの
であ るこ とが連想 され る。 それ と共 に、上 記引用 の 「火あぶ りの準 備 ので きた全 ての くず よ」
(Allrubbishreadyforfire)という呼 びか けには、神か ら選 ばれた民 を含むあ らゆる粗 悪な現代
人 を標的 に してい ることが分か る。 同 じくこの言葉 は、 まるで 『ヨハネの黙示録』で 目的を果
たせ なか った赤 い竜が、ハ イビス カス とサル ビアの花 として生 まれ変わ り、詩人の声 を借 り発
した もの として実感で きるのではないだろうか。







「それなのに、ああ/私 に味方 して くれる仲間 はい ない」(Meanwhile,///Formenofellow-
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men)と悲嘆 に くれ る。詩 人に 「味方 して くれる仲 間」 とは、熱狂 的な情熱、激怒の金 色の喉
を持つ もの、 いわゆ るサル ビア的性質 の人 間を指す。汚 れた この現実世界で は、詩人が 望 むよ
うな崇高 な生命力 を携 えた ものは、 もうい ない。何故な ら、「赤 い怒 った人間たちは絶滅 した民
族」(Red,angrymenarearaceextinct,)なのだか ら。 それは遠 い昔、 ローマ人 によって滅 ぼさ
れたエ トル リア人(Etruscan)、あ るいは北 アメ リカの レッ ド ・イ ンデ ィア ン(Redlndian)、
また はニ ュー ・メキシコのプエブロ人(PuebloIndian)のような、古代異教 に沿 って純 粋 に生
きた人々の ことを云わん としている。 『アポカ リプス』 において も、彼 らこそが 「赤 き竜 、華麗
なる赤竜であ る」(Itisthereddragon,thebeautifulreddragon)(35)とロ レンス は語ってい る。








「ああ、ああ、私はすっか りその ことを委ねて しまった」(Alas,..,Ihavegottoleaveitall)とま
るで敗北 を認めるかの ようなつぶや きであ る。闇に包 まれたはるか昔、気高 く美 しいハイ ビス カ
ス と激 しい潜勢力 を秘めたサルビア、バ ラ色 に輝 いていた これ ら真紅 の花 々は、今 では卑 しい主
義者たちの胸 に飾 られ ることとなった、それ を許 して しまった と詩人 は嘆 く。 しか も 「そ の他全
ての ものまでも、彼 らの実に嫌 なレベル まで引 き下げて/も ちろん決 して再び何 も押 し上 げよう
とは しない」(Andeverythingelsetotheirdisgustinglevel/Neverofcoursetoputanythingupagain)。
サル ビア的、ハイビス カス的人間が消滅 した後、 くず と化 した人類は堕 ちる所 まで堕ちたのだ。










世界の全 てが反サ ルビア的 な彼 らの レベル に落 とされ ようとも、 「その推移 は結局同 じことにな
るだ ろう」(Theprocesswillamounttothesameintheend)と、何 かを確信 してい る様子であ
る。つ ま り、 た とえ 「汚物」(muck)と 「腐葉土」(humus)に成 り下が った と して も 厂ゆ っ く
りじめ じめ腐 りなが ら」(Slowwateryrotting)、最後 は肥 料 となる。一度 は彼 らに明け渡 した
世界で も、全 てを焼 き尽 くせば 「炎 と炎で浄化 された灰 の代 わ り」(lnsteadofflameandflame-
cleanash)となるのだ。全 てを原点 に戻 した時、華麗 なる赤竜 の生命 は、甦 る不死鳥 のご とく、
「そ こか らが、再 出発」(Whencethere-start)なのだか ら。
ロ レンス の竜 に対 す る興味 の増 大 は、1923年、 メキシ コの チ ャパ ラ(Chapala)でのカー タ
ー(FrederickCarter)との出会い に要 因す る と自 ら紹介 して いる。 カーターの著書 『黙示録の
竜』(TheDragonofRevelation)では、竜 を占星学 的に十二宮の ひとつ、竜座 と見な し、竜座
は天 の北極 に ぐる りと位置 している宇宙の 中心 である と解 釈 して いる。 いわゆる、万有 の力 を
兼 ね備 えた ようなウロボ ロス(Ouroboros)と呼 ばれる、尾 を口に くわ えた宇宙蛇 のこ とであ
る。 ロ レンス は、マ クロコスモス(themacrocosm)へと解 放 され るの を想像す る時、 自分の
足 が軽 く、強 くな り、 ひざが躍動 す るような感情 の高 ま りを抑 えるこ とがで きない と吐露 して
い る(38)。大宇宙 との結 びつ きを以前 か ら唱えていたロ レンス は、 カー ターの この説に裏打ち さ
れた ように、半鳥半蛇の生 き物 を古代 異教 の神 として描 いた 『翼あ る蛇』(ThePlumedSerpent
1926)を書 き上 げ、後 に 『アポ カリプス』 においては 「竜がのた うち荒 れまわる世界 は、あの
星辰 きらめ く広大 なコスモス なのだ」(ltisthevastcosmosofthestarsthatthedragonwrithes
andlashes)(39)と、竜 と宇宙 との関連 を決定 的な もの として結論づ けてい る。いずれ に して も、
幼い 頃か らず っと 『ヨハ ネの黙示録 』 に対 して違和感 を抱 いてい たロ レンス は、 そこに登場 す
る、赤 い竜 を含めた黙示録 の象徴 た ちに特別 な感情 を持 っていた こ とは疑い よ うがない。そ し
てつ いには 「ハ イビス カス とサル ビア」の詩 の中で、竜 のイ メー ジを援用 して己のキ リス ト教
観 を謳 い上げたので ある。 ヨーロ ッパの現代文 明の腐敗 は、長い 問キ リス ト教 が、 その実践 に
お いて もた ら した ものである とい う、 ロ レンスの怒 りが爆 発 した ものだ と考 える。悪魔 として
蛇 に変 え られた ヨハ ネの赤 い竜 を、生命 の王者 としてふたた び詩 の中で甦 らせ るこ とは、 ヨー
ロ ッパ に深 くしみ こんだキ リス ト教 世界観 の呪縛 か ら人々 を解 き放 ち、 ロ レンスの願 うコスモ
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